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概要   

米国ミネソタ州のBeItramiCountyにおいて、ウ  
シ結核が3頭で確認された。  

90232に同じ  

感染症（PT）   結核  

出典  

ProMED－  

mai12008120  

7－3839  

ProMED－  

mai12008120  

8－3856  

結核  

製造工程  
2009／3／19  

81018  

抗FSHマウス  
モノクローナ  
ル抗体  

ワウシニアウ  
イルス接種  
家兎炎症皮  
膚抽出液  

パルナ／くリン  

ナトリウム  

マウス  イタリア  
第一三  
共  

フジモト・  
ダイアグ  
ノスティッ  
クス  

味の素  

精製下垂体性性腺刺激ホルモ ー′  

2009／3／23  
81019  日本白色  

種家兎皮  
膚抽出液  

健康なブタ  

の腸粘膜  

中国  
有効成分  

81012に同じ  
ウイルス感染  

2009／3／23  パルナパリンナトリウム  
81020  

中国  
有効成分  

0Ⅰ［  

（December  
23，2009）   

promedma‖り  

anuaけ23，  

2009）  

フィリピンマニラの農場で2008年10月にブタで  
始めてエボラレストンウイルスが確認され、  
2009年1月には当該農場の労働者少なくとも1  
名で抗体陽性を示した。同ウイルスのブタから  
ヒトヘの感染を示す初の報告。  

フィリピンマニラの農場で2008年10月にブタで  
始めてエボラレストンウイルスが確認された  
後、2009年1月には当該農場の労働者少なくと  
も1名で抗体陽性を示し、今回さらに4例の抗体  
陽性例を認めた。   

エボラ出血熱  

エボラ出血熱  WHOEPR  
Disease  

Outbreak  

News（Febnu8  

Ⅳ3．2009）  

2009／3／24  

2009／3／24  

北里研  
究所  

北里研  
究所  

コレラワクチン  

コレラワクチン  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  

コレラワクチン  

コレラワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  

81021  

81022  

ウシ心臓抽  

カザミノ酸  出物   

ウシ心臓  

ウシ乳  

米国  
製造工程   

製造工程  

2009／3／24  

2009／3／24  

81023  

81024  

北里研  
究所  

北里研  
究所  

ビーフエキス  
トラクト  

スキムミルク  

ウシ筋肉   

ウシ乳  

製造工程   

製造工程  
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生物由来成   分名  ペプトン  
感染症（PT）   一般名  

コレラワクチン  

原材料名   

ウシ乳  

原産国   

中国、ポー  

ランド、  
＿ユ‾ソ‾  

ランド  

含有区分   

製造工程  

沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン   

幸乞燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  

先皇房  
究所  

ラクトアルブ  

ミン水解物  
オーストラ  

リア、  
－ユ‾ンフ  

ンド、米  

国、カナダ  

ニューソー  

ランド、カ  

ナダ、米  

国、オラン  

ダ、ベル  

ギー、ドイ  

ツ、ルクセ  

＿ユ‾ン‾  

ランド、  

オーストラ  

リア   

＿ユ‾ン‾  

ランド、米  

国  

日本  

製造工程  
2009／3／24  81026  

北里研  
究所  

乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  

エリスロマイ  

シンラクトビ  
オン骸塩  

製造工程  
2009／3／24  81027  

幸乞燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  

乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン   

インフルエンザHAワクチン  
インフルエンザワクチン  
沈降新型インフルエンザワクチ  
ン（H5Nl株）  

乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  

日本脳炎ワクチン   

沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  

ウシ胎児血  
清、新生仔  
牛血清  

乳糖水和物  

ウシ血液  
製造工程  

北里研  
究所  

2009／3／24  81028  

添加物  
北里研  
究所  

2009／3／24  81029  

北里研  
究所  

発育鶏卵  
発育鶏卵  

製造工程  
2009／3／24  81030  

ニワトリ胚初  
代培養細胞  

マウス脳乳  

液  
ウマ血清  

製造工程  

製造工程   

製造工程  

北里研  
究所  

北里研  

零所＿．  
北里研  
究所  

鰐化鶏卵  日本、米国  

日本   

米国  

81031  

2009／3／24  

2009／3／24  

2009／3／24  

マウス脳  81032  

81033  
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生物由来成  
分名   

ウマ脱繊維  
素血液  

一般名   

沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降破傷風トキソイド  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド   

乾燥弱毒生風しんワクチン  

パルナパリンナトリウム  

ダルテ／くリンナトリウム  

乾燥ポリエチレングリコール処  
理人免疫グロブリン  

感染症（PT）  原材料名   

ウマ血液  

出典  含有区分   

製造工程  

概要  

北里研  
究所  
伊藤ライ  

フサイエ  

ンス  
メルクセ  
ローノ  

日本製  
薬  

ウサギ腎初  
代培養細胞  

パルナパリン  

ナトリウム   

ダルテパリン  
ナトリウム  

ポリエチレン  
グリコール処  
理人免疫グ  
ロブリンG  

ウサギ腎臓  

ブタ腸粘膜  

ブタ小腸  

人血液  

日本  

中華人民  
共和国   

中国  

日本  

製造工程  

有効成分  

有効成分  

有効成分  

蕪‖   

蕪■■  

蕪‾‾   

着’‾  

蕪‾   

蕪■  

森‾   

蕪‾  

■‾   
有   

…  
蕪  

‾‾   
有   

‥   
有   

2009／3′／24  

2009／3／25  

2009／3／25  

2009／3／26  

81035   

81037  

81038  B型肝炎  スロヴ工ニアで、HBs抗原陰性で抗HBc抗体陽  
性、抗HBs抗体低力価陽性、HBVDNA陽性の  
濃厚赤血球と新魚羊凍結血兼を輸血された59歳  
の患者が4ケ月後に急性B型肝炎を発症した。  
また同じ供血血液由来のRCCの輸血を受けた  
71歳の患者も7ケ月後にH8V感染を認めた。2  
例ともドナーと同じ配列を有するジェノタイプD  

が感染していた。潜在性B型肝炎ウイルス感染  
者の血液は抗HBs抗体が陽性にかかわらず、  
感染性を有した。  

J Hepatol 
2008．48：  

1022－1025  

E型肝炎  2004年9月20日に39歳日本人男性から献血さ  
れた血液はALT高値のため不適当とされ、HEV  
陽性であった。当該ドナーの遡及調査の結果、  
9月6日にも献血を行い、HEVRNAを含有する  
血小板が輸血されていた。当該ドナーと親戚は  
8月14日にブタの焼肉を食べており、父親は9  
月14日に急性肝炎を発症し、E型劇症肝炎で  
死亡した。他に7名がHEV陽性であった。レシピ  
エントは輸血22日目にALTが上昇し、HEVが検  
出された。  

供血時には血清検査陰性であったが、その後  
HBVDNAが検出された供血者由来の血液成  
分を輸血された2名の免疫不全患者について  
調べた。受血者1はHBVワクチン接種を受け、  
抗HBsキャリアであったが、赤血球輸血後13カ  
月で急性B型肝炎を発症するまで他のH8V  
マーカーは全て陰性であった。供血者とHBV  
シークエンスが一致したため、輸血関連感染と  
確認された。受血書2は血小板輸血を受けた  
が、感染していなかった。   

Transfusion  

2008：48：  

1368－1375  

B型肝炎  
Transfusion  

2008．48：  

1602－1608  
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感染症（PT）   

パルボウイルス  

出典  概要   

血焚交換、コルチコステロイドおよぴコリンエス  
テラーゼ阻害剤による治療を受けていた重症  
筋無力症患者が、アルブミンを用いた血菜交  
換を行った2遇後にパルボウイルスB19感染に  
よる赤芽球減少症と診断された。アルブミン由  
来感染かどうかを確定することはできなかった  
が、アルブミンなどの血液製剤によるB19感染  
を除外することはできない。   

日本のブタから分離されたHEVジェノタイプ3ま  
たは4の4株について熱処理およぴフィルターに  
よる除去の程度を検討した。HEVはアルブミン  
溶液中で600c5時間加熱後およぴフィブリノゲ  
ン中で600c72時間加熱後も感染力が検出され  
たが、P8S中で600c5時間加熱後およぴはフィ  
ブリノゲン中で80℃24時間加熱後には検出限  
界以下に不活化された。一方、20nmナノフィル  
ター使用により完全に除去された。   

スロヴ工ニアで、HB＄抗原陰性で抗HBc抗体陽  
性、抗HBs抗体低力価陽性、HBVDNA陽性の  
濃厚赤血球と新鮮凍結血焚を輸血された59歳  
の患者が4ケ月後に急性B型肝炎を発症した。  
また同じ供血血液由来のRCCの輸血を受けた  
71歳の患者も7ケ月後にHBV感染を認めた。2  
例ともドナーと同じ配列を有するジ工ノタイプD  

が感染していた。潜在性B型肝炎ウイルス感染  
者の血液は抗H8s抗体が陽性にかかわらず、  
感染性を有した。  

81038に同じ  

2007：13：34－  LabHemato1  38  

E型肝炎  

2008；95：94－  

Vox Sangul山s  100  

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅡ  人アンチトロ  

ンビンⅢ  
B型肝炎  

日本  
有効成分  

J Hepatol 

2008：48：  

1022－1025  

E型肝炎  
Transfusion  

2008：48：  

1368－1375  

81038に同じ  
B型肝炎  

Transfusion  

2008；48：  

1602－1608  

8103引こ同じ  パルボウイルス  
2007：13：34－  LabHemato1  38  

81038に同じ   
E型肝炎  

2008：95：94－  Vox Sangulnis  100  
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報告者   
名   

ジェンザ  

イム・  
ジャパン  
光製薬  

生物由来成  
分名   

ドナー子ウシ  
血清   

ダルテパリン  
ナトリウム  

受理日  

2009／3／26  

2009／3／26  

一般名   

アガルシダーゼ ベータ（遺伝  
子組換え）   

ダルテパリンナトリウム注射液  

原材料名   

ドナー子ウ  
シ血液  

原産国  

＿ユ‾ソ■■■■■  

ランド   

中国  

感染症（PT）  含有区分   

製造工程  

有効成分  
中国における口蹄痩：発生日 2008年11月6  
日、最初の確定日 2008年11月8日、報告日  
2008年11月12日、原因 口蹄疲ウイルス アジ  
ア1型。2008年11月6EIにGANSU省Tianshui地  
区Ganguで口蹄疫のアウトブレイクが発生し  
た。疑い例はウシ238頭、ヒツジ3重責およびブタ  

56頭、確定例はウシ102頭、死亡例0亘頁であっ  
た。疑い例は全て処分された。   

中国における豚繁殖・呼吸障害症候群  
（PRRS）の発生。中国北部Shanxi省Hongdong  
県でブタ1056頭死亡。同県周辺の屠殺場7箇  
所でも30頭の羅患ブタが確認された。  

81044  

r13．2008）  

ウイルス感染  ProMED－  

化学及  
血清療  

襲撃翠  
化学及  
血清療  
法研究  
所  

2009／3／27  

2009／3／27  

フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子  

乾燥弱毒生麻しんワクチン  

アブロチニン  

胚初代培養  

細胞  

ウシ肺腺  ウルグア  

イ、ニュー  
ジーランド  

日本、米  

国、メキシ  
コ  

有効成分  

製造工程  

81045  

81046  

乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワ  
クチン   

乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥組織培養不活化A型肝炎  
ワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワ  
クチン   

乾燥人血液凝固因子抗体迂回  
活性複合体  

血清療  
法研究  
化学及   所  

2009／3／27  
トリプシン  

ブタ藤撮  カナダ、米 国  
製造工程  

81047  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

90183に同じ  2009／3／27  
乾燥人血液  

凝固因子抗  
体迂回活性  
複合休   
乾燥濃縮人  

血液凝固Ⅷ  
因子   

人アルブミン  

有効成分  
米国  

バクス ター  
81048  

FebrualY17．  HPAweb  2009  
90183に同じ  2009／3／27  

乾燥濃縮人血液凝画Ⅷ因子  米国  有効成分  
バクス  
ター  

ノ音頭  
ター  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病   

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

February17，  HPAweb  2009  
81049  

90183に同じ   
乾燥濃縮人血液凝固Ⅷ因子  米国  添加物  

HPAweb Februan・17， 2009  
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生物由来成  
分名   

アブロチニン  
液  

アンチトロン  
ビン  

概要  出典  感染症（PT）  原産国   

ウルグア  

イ、ニュー  
ジーランド   

米国、ドイ  

ツ、オース  
トリア  

含有区分   

有効成分  

原材料名   

ウシ肺  

一般名   

フィブリノゲン加第ⅩⅢ包子  受理日   2009／3／27  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

製造工程  ヒト血液  
フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子  2009′／3′／27  

81052  
81013に同じ   American  

Society of 

HematoIogy／  

Press  

Releases  

2008年8月28  

日  

Clin lnfect 

Dis2008二48：  

25－30  

FDAはBPDR（生物学的製剤逸脱報告システ  
ム）により、2005年に2例、2006年に3例、2007  
年に3例の輸血によるバベシア症感染報告を  
受けていた。受血者は輸血後25～7週で症状  
が進行し、2ケ月以内に死亡した。  

90183に同じ  

バベシア症  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病   
異型クロイツ  

フェルト・ヤコブ  
病  

HPAweb  

Februan′17．  

2009   

Amer忙an  

Society of 

Hematology／  

Press  

Releases  

2008年8月28  

日   

Clin lnfect 

DIS2008：48：  

25－30   

HPAweb  

Febn」aけ17．  

2009  

Transfusion  

2008：48：  

1342－1347  

81013に同じ  有効成分  米国、ドイ ツ、オース トリア  フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子  フィブリノゲ  
ン  

ヒト血液  
2009／3／27  

81053  

CSL  

ベーリン グ  

81052に同じ  パベシア症  

90183に同じ  異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  

病   

デング熱  81013に同じ   有効成分  
添加物  

宥‾■  蕪‾  
人血清アル ブミン  

ヒト血液  
国、ドイ  2009／3／27  

81054  

人血清アルブミン  
人血液凝固ⅩⅢ因子  
フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子  

ベーリン  

CSL  グ  
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適
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措
‖
無
 
 
 

受理日   2009／3／30  

一般名   

人血清アルブミン  

原材料名   

人血液   原産国  日本  
感染症（PT）   

ウエストナイル  
ウイルス  

出典  含有区分   

有効成分  

概要   

2008年9月に、イダノアで何年かぶりにヒトのウ  
エストナイルウイルス（WNV）脳炎が2例報告さ  
れた。1例日はFerrar8とBolognaの間に住む80  
歳代の女性、2例日はFe汀araに住む60代後半  
の男性であった。また、ウマ6亘頁とトリ13羽で  

WNV感染が確認された。WNV髄膜脳炎の積極  
的サーベイランスプログラムが開始され、当該  
地域で供血者スクリーニング用NATが導入さ  
れた。また、当該地域に1日以上滞在したこと  
のある供血者を28日間供血延期する措置がと  
られた。  

米国の供血者のヘルペスウイルス8（HHV8）ゲ  
ノム陽性率について、高感度定量RTLPCR法  
（検出限界8コピー）よリ684名の検体を分析し  
たがHHV8ゲノムは検出されず、健康な供血者  
におけるHHV8陽性率は非常に低かった。  

No．38 2008  

ABC Newsletter   年10月17日  

HHV－8感染  Transfusion  
2008：48：  

Supplement  
lO5A  

2008年プリオ  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

CJDサーベイランス委員会による調査では  
1999年4月から2008年2月までの9年間に日本  
国内で1069例がプリオン病と判定された。うち  
孤発性CJDが821例（76．8％）、遺伝性プリオン病  
が171例（16．0％）、硬膜移植後CJD74例（6．9％）、  

変異型CJDl例（0．1％）、分類不能2例（0．2％）で  

あった。8本のプリオン病剖検率は欧米諸国よ  
り著明に低かった。孤発性CJDの病聖は欧米  
に比べMM2型が多かったが、非典型例が多く  
剖検されている可能性が考えられた。   

オーストリアの39歳男性が感覚異常などの神  
経症状で入院後、急速に悪化し、4ケ月後に死  
亡した。組織学的検査で海綿状変化、神経細  
胞脱落及びグリオーシスが、免疫組織化学的  
検査でびまん性シナブティックな異常プリオン  
の沈着が見られ、CJDと診断された。また患者  
のPRNPは129Me卜Metであった。患者は22年  
前まで死体由来のヒト成長ホルモン（hGH）製剤  
治療を受けており、医原性リスクが認められる  
ため、孤発性若年性CJDの可能性も否定でき  
ないが、WHO基準により確定医原性CJDと分  
類された。  

米国で、古典的CJDを発症した供血者計35名  
に由来する血液成分の受血者430名の遡及調  
査の結果、孤発性CJDが輸血で伝播する言正拠  
は無く、リスクはvCJDと比較して有意に低かっ  
た。   

ン研究会  

2008年8月  

29－30日  

クロイツフェル トヤコブ病  
J Neurol 
Neurosurg  
PsychiatrY  
2008：79：  

229－231  

クロイツフェル  
トヤコブ病  2008；48：  

Supplement  Transfusion   33A  
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概要   

野生型マウスおよぴヒトPrPを発現しているトラ  
ンスジェニツクマウスに、輸血関連vcJD感染第  
1号症例由来の脳材料を接種し、輸血によるヒ  
トヒト間の2次感染後のvCJD病原体の性質に  
ついて調べた。その結果、潜伏期間、臨床症  
状、神経病理学的特徴およぴPrP型について、  
vcJD（輸血）接種群はvCJD（BSE）接種群と類  
似していた。VCJD病原体は、ヒトにおける2次  
感染により、有意な変化が起こらないことが明  
らかとなった。  

81005に同じ  

感染症（PT）  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  

病  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

Emerg lnfect 

Dis2008：14：  

1406－1412  

81005に同じ  Blood．  
PrepubLished  
online 2008 

年7月22日  
2008年プリオ  

ン研究会  
2008年8月  
29－30日 ポ  
スター11  

ウイルス除去膜濾過工程を含んでいる製剤  
（血液凝固第∨ⅠⅠⅠ因子製剤：プラノバ20N濾過、  

抗HBs人免疫グロブリン製剤：プラノバ35N濾  
過）について、263K株感染ハムスターより得た  
SUS処理PrPScを用いて、その除去効果を検言正  
した。その結果、SUS処理PrPScは濾過膜の孔  
径よりも小さいにもかからわず、プラノバ35Nや  
プラノバ20Nで除去された。PrPScが凝集した  
り、膜へ吸着したためと考えられる。   

スクレイピー263K感染ハムスター脳乳剤を脳  
内接種したハムスターにおける血中PrPres経  
時的変化を追跡したところ、PK抵抗性3F4反応  
性蛋白バンドは、感染後4～6週で認められ、10  
週ではほぼ消失した。発症末期では血中  
PrPresと見られる蛋白バンドは認められなかっ  
た。PrPresをマーカーとした血液検査は感染後  
発症前～発症中期までに限定される可能性が  
示唆された。   

81013に同じ   

2008年プリア  

ン研究会  
2008年8月  
29－30日 ポ  
スター18  

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

PLoS ONE  

2008：3：  

e3017  
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概要   

ヨーロッパにおいて報告された人口100万人当  
たりの新規HIV感染率は、2000年以降ほぼ2倍  
となった。2007年は、当該地域53カ国中49カ国  
から合計48，892例のHlV感染が報告され、エス  
トニア、ウクライナ、ポルトガルとモルドバ共和  
国で感染率が最も高かった。  

2009／3／30  
81069  

ワクシニアウイルス接種家兎炎  
症皮膚抽出液  

ワウシニアウ  
イルス接種  
家兎炎症皮  
膚抽出液   
カゼイン性ペ  

プトン  

ワクシニア  
ウイルス接  
種家兎炎  
症皮膚   

ウシ乳  

日本  
有効成分  

日本臓 器製薬  

2009／3／30  
ワウシニアウイルス接種家兎炎  

症皮膚抽出液  

製造工程  
ポーラン  

ド、中国、  
オーストラ  
リア、  
ニューソー  

ランド  

日本、カナ  
ダ  

日本  

日本  

日本  

中国  

日本臓 器製薬  
81070  

蕪一   

蕪‾   

蕪‾   

蕪‾   

蕪●  

2009／3／30  

2009／3／30  

2009／3／30  

2009／3／30  

2009／4／1  

81071  

81072  

81073  

81074  

90001  

ワクシニアウイルス接種家兎炎  

症皮膚抽出液  
ワウシニアウイルス接種家兎炎  

症皮膚抽出液  

ワクシニアウイルス接種家兎炎  
症皮膚抽出液  

日本脳炎ワクチン  
乾燥日本脳炎ワクチン  

ダルテパリンナトリウム  

カゼイン性ペ  

プトン  
叛尿膜  

ウサギ皮庸  

マウス脳  

ダルテパリン  
ナトリウム  

製造工程  

製造工程  

製造工程  

製造工程  

有効成分  

蕪‥   

蕪－‾   

蕪■‾   

蕪－一   

着‾一  

日本臓  
器製薬  

日本臓  
器製薬  

日本臓  
器製薬  

武田薬  
品工業  

日本ピー  
ン‾ン‾  

製造  

発育鶏卵  

ウサギ  

マウス脳  

ブタの小腸  2009年1月23日、フィリピンにおいてブタからの  
感染と考えられるエボラウイルス・レストン株抗  
体陽性者が確認され、1月30日、さらに4例の  
抗体陽性者が確認されている。現在まで抗体  
陽性者の健康状態は良好であり、過去12ケ月  
以内に主だった症状を呈していない。   

2008年11月8日、スペイン北東部、家内養豚場  
勤務の50歳女性がインフルエンザ様症状を発  
症し、ブタインフル工ンザAHINlが検出された。  
近縁者、同僚等での症状は認められていな  
い、   

エボラ出血  

2009；84：49－  WHO／WER  56  

nce2009こ14：  

Eurosun／e州a  1－2  
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概要   

2007年に、米国の豚肉製造工場で脳摘出のた  
めに圧縮空気を使用していたミネソタ州、イン  
ディアナ州、ネブラスカ州の3つの工場の作業  
員において慢性的な炎症性の脱髄性多発性神  
経障害が発生している。すでに自主的にこの  
作業は中止されている。   

90001に同じ  

感染症（PT）   

神経系障害  

出典  

Feedstuff  
Breaking  
News  
（2009／3／3）  

インフルエンザ  
90002  

日新製  
薬  

ヘパリンナトリウム  ヘパリンナト  

リウム  ブタの腸粘 膜  
中国  

有効成分  
Eurosurve川a  

nce2009：14：  

1－2   

WHO／WER  

2009；84：49－  

56  

Feedstuff  

Breaking  

News  

（2009／3／3）   

ProMED－  

mai12008082  

82697  

Proc Natl  

Acad Sci  

USA2008；  

105：14124－  

14129   

ProMED－  

mai12008102  

8．3409  

CDC／MMWR  

2008：57：  

1145－1148  

ProMED－  

mai12009012  

9，0400  

2009／4／1  

90001に同じ  エボラ出血  

90001に同じ  神経系障害  

ウイルス性脳  

炎  

ウイルス感染  

化学及  

血清療  
法研究  
所…＿   

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子  乾燥人血液凝固第Ⅸ因子複合 体  

血液凝固第  
Ⅸ園子  

ヒト血液   
日本   

有効成分  
80995に同じ  

80995に同じ  

80995に同じ  
ウイルス感染  

80995に同じ  細菌感染  

ユンガンウイルスは、マウスにおいて胎児死亡  
や奇形を起こすことが知られているが、疫学的  
データから、ヒトにおいても子宮内胎児死亡に  
関連していることが示唆された。   

ウイルス感染  
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感染症（PT）   

レトロウイルス  

出典  概要   

日本国内の前立腺がん患者30例の血清のうち  
2例からGagに対する特異的抗体反応が認めら  
れ、そのうちl例からはXMRV（Xenotropic  
MuLV－relatedvirus）核酸を検出した。また、献  
血者120例中5例でもGagに対する特異的抗体  
反応が認められた。日本国内の前立腺がん患  
者集団中にもXMRV感染が存在することが示  
唆された。  

rs’HeaIth  

2009年2月4  
CDC／Travele   日  

ジンパフェ保健当局からのコレラアウトブレイ  
クの報告。2008年8月26日から2009年1月31日  
までに61．304例の感染疑い、3．181例の死亡。  
また、ボツワナ、モザンビーク、ケニヤ、マラウ  
イ、ナミビア、ナイジェリア、ギニアビサウ及び  
トーゴといった周辺国からも発生が報告されて  
いる。   

rs’Health  

2009年2月4  

CDC／Travele   日②  

監  

乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  

乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素、  
乾燥ポッリヌスウマ抗毒素   

乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  
乾燥ポッリヌスウマ抗毒素   

乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  

乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  

乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  

ウマ免疫グ ロブリン  
ウマ血液  日本  

有効成分  化学及  

血清療  
法研究  
所   
化学及  

血清療  
法研究  

甜∴＝＝＝  

化学及  
血清療  
法研究  

弔＿＿＿＿  

化学及  
血清療  
法研究  

所＿…  

化学及  
血清療  

2009／4／1   90004  

製造工程  
クックドミート  米国、カナ  

ダ  

米国  

2009／4／1   90005  

製造工程  
クックドミート  2009／4／1   90006  

プロテオース  
ペプトン  

プロテオース  
ペプトン  

米国  製造工程  
90007  2009／4／1   

製造工程  
ララ酉  

米国  
2009／4／1   90008  

法研究  

．＿＿＿ 化学及  

血清療  
法研究  
所  

製造工程  
ウマ肝臓  日本  2009／4／1  肝臓  90009  
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報告者   
名   

化学及  
血清療  
法研究  
所  

化学及  
血清療  
法研究  
所．．＿．．．．  
化学及  
血清療  
法研究  

日医工  

日医工  

東菱薬  

品工業  
東菱薬  

品工業  

ブイヨン  生物由来成   分名  
出典  概要  感染症（PT）  一般名   

乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  

含有区分   

製造工程  
原材料名  ブタ胃  

沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン   

沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  

サノナスタチン  

ダルテパリンナトリウム  

バトロキソビン  

ワクシニアウイルス接種家兎炎  
症皮膚抽出液  

血液  ウシ血液  ニュージー  製造工程  

ランド  

カナダ、イ  

タリア、米  

国  
中華人民  
共和国  

中華人民  
共和国  

蕪‾‾  

蕪‥   

蕪‥   

蕪‥   

蕪‥  

…  
嵩  

‾‾   
有   

■■‾   
蕪   

…   
嵩   

41ff 

蕪   

パンクレアチ  

ノ／   

サノナスタチ  

＿／   

ダルテパリン  

ナトリウム  

バトロキソピ  

ー′   

ワクシニアウ  

イルス接種  

家兎炎症皮  

膚抽出液   

ヒト絨毛性性  

腺刺激ホル  

モン  

製造工程  

有効成分  

有効成分  

有効成分  

有効成分  

蕪‾  

蕪‾   

蕪‾   

蕪t   

蕪‾  

ブタ膵臓  

ヒト尿  

ブタ小腸粘  

膜  

蛇毒  

ウサギ皮膚  

2009／4／／1  

2009／4／1   

2009／4／2  

2009／4／2  

90015   

中華人民 共和国  

CDC中国国立研究所の研究者らによる研究  
で、中国における初めてのヒト顆粒球アナプラ  
ズマ症（HGA）症例およぴそれに続くHGAの初め  
てのヒトーヒト感染が報告された。指標患者は発  
熱・出血の発症の12日前にダニに刺され、安  
徽省の病院に入院し、死亡した。死亡前12時  
間に患者と濃厚接触した28名中9名が  
AnaplasmaphagocYtOPhilumに感染した。9名全  
員が血液に接触し、7名が気道分泌物に接触  
していた。この研究はJAMA2008年11月19日号  
に掲載された。  

2008年10月初旬に南アフリカでアレナウイルス  
による感染のアウトブレイクが同定された。9月  
12日から10月24日までに計5例が報告され、5  
例中4例が死亡し、1例は入院中であり、リバピ  
リンにより回復した。塩基配列分析より、新型  
の旧大陸アレナウイルスが原因であることが明  
らかとなった。現在のところ新たな疑い症例は  
ない。   

細菌感染  90017  

富士製 薬工業  
ヒト絨毛性性腺刺激ホルモン  

妊婦の尿 抽出物  
中国  有効成分  2009／4／3  ProMED－  

mai12008112  

0．3661  

ウイルス感染  
Bu‖etin of  

WHO2008：  

86ご912－913  
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感染症（PT）  出典  概要   

中国保健省はH5Nl鳥インフルエンザのヒト感  鳥インフルエン ザ   

染例を3例報告した。1例日は山東省27歳女性  
で1月5日に発症し、17日に死亡。2例目は山西  
の2歳女児で1月7日発症し重篤である。3例日  
は湖南省16歳男性で1月8日に発症し重篤であ  

る。  
シエラレオネ共和国から米国への移民男性に  
おいて川∨－2の新たなグループ（HIV－2－NWK－  

08F）が分離された。シエラレオネのサルの一  
種で確認されているサル免疫不全ウイルスと  
系統学的に類似している。感染者はサル接触  
歴、刺青、針刺し、輸血歴もなくヒトヒト感染が  
疑われている。  

Ogy2008：5：  

R（ItrOVio】  103   

2009／4／3   菖主恕  
薬工業   

富士衰  
薬工業  

トロンビン  トロンビン  
オーストラ  

リア、 －ユ‾ン‾■■■■■ ∫iミ．し－●＿．．． デンマーク  
有効成分  

90018  

2009／4／3   トロンビン  トロンポプラ  
ステン  

ブタの肺  製造工程  
エボラ出血  O て乏aもも  2009年1月23日、フィリピンにおいてブタからの  

感染と考えられるエボラウイルス■レストン株抗  
体陽性暑が確認され、1月30日、さらに4例の  
抗体陽性者が確認されている。現在まで抗体  
陽性者の健康状態は良好であり、過去12ケ月  
以内に主だった症状を呈していない。   

埼玉県における2002年1月～2007年12月の腸  
管出血性大腸菌の患者・保菌者372例と非発  

症者477例を対象とした牛肉の喫食状況のリス  

クを調査したケースコントロール研究である。20  
～29歳ではレバ刺し、ハンバーグ、50～59歳で  
はレバ刺しに関して有意善があった。  

90019  lWHO 

年2月3日）  

2009／4／3   
デンカ生 研  

沈降精製百日せきジフテリア破  
ハートエキス  

大腸菌性胃腸  
炎  

日本公衆衛  90020  

傷風ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風混合トキソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
破傷風トキソイド  

生雑誌 第67  
回日本公衆  
衛生学会総  
会13－019  

2009／4／3  90021  
デンカ生 研  

沈降精製百日せきジフテリア破  カザミノ酸  
ウシの乳  ＿ユ‾ン■  

ランド又は  

オーストラ  

リア  

製造工程  
大腸菌性胃腸  
炎  

日本公衆衛  90020に同じ   

傷風ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
ジフテリアトキソイド  

生雑昧 第67  
回日本公衆  
衛生学会総  
会13－019  

ー
 
 
 

」
1
‥
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無
 
 
 

生物由来成  
分名   

ポリペプトン  

概要  出典   

日本公衆衛  

生雑誌 第67  
回日本公衆  
衛生学会総  
会13－019   

日本公衆衛  

生雑誌 第6了  

回日本公衆  
衛生学会総  
会13－019  

感染症（PT）   

大腸菌性胃腸  

炎  

含有区分   

製造工程  
原産国  中国又は  

原材料名   

ウシの乳  

ー般名   

ウイル病秋やみ混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
コレラワクチン  

沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風混合トキソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
百日せきワクチン  
ジフテリアトキソイド  
破傷風トキソイド  
コレラワクチン   

日本脳炎ワクチン  
乾燥日本脳炎ワクチン  

90020に同じ  

ポーランド  

90020に同じ   大腸菌性胃腸  

炎  

製造工程  
日本又は  

スキムミルク  
ウシの乳  

デンカ生 研  2009／4／3   90023  

90020に同じ  日本公衆衛  
大腸菌性胃腸 炎  

製造工程  
ウシの乳  

＿       ヽ○ － －ユ‾ン’フ  ラクトアルブ  
ミン水解物  

2009／4／3   

デンカ生 研  
90024  

生雑誌 第6了  

回日本公衆  
衛生学会総  
会13－019  

ンド又は オーストラ リア  

90020に同じ  
日本公衆衛  

大腸菌性胃腸 炎  
製造工程  製造中止  ウシ血清  ウシの血液  

百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  

デンカ生 研  
2009／4／3   90025  

生雑誌 第67  
回日本公衆  
衛生学会総  
会13－019   

日本公衆衛  

生雑誌 第67  
回日本公衆  
衛生学会総  
会13－019  

90020に同じ   

大腸菌性胃腸 炎  
ウシ胎児血 こ土 ／R  ウシ胎児の 血液  

デンカ生 研  
日本脳炎ワクチン  2009／4／3  90026  

37／166ページ  



原産国   

日本  

正
用
置
‥
 
 

適
便
措
‥
無
 
 
 

生物由来成   分名  尿膜腔液  
一般名   

インフル工ンザHAワクチン  
インフルエンザワクチン  

含有区分   

製造工程  

感染症（PT）  

サルモネラ  

出典  概要   

2007年6月、ミネソタ州においてSalmonella  
Montevideo（PFGEpatternl）が初めて2例確認  
され、両者とも同じ肺化場のニワトリに暴露して  
おり、その後さらに7例が確認されたため、全米  
で調査が行われ、65件が確認された。また  
S．Montevideo（PFGEpattern2）についても、最  
初に2004年に確認された後、64件の分離が確  
認され、これは別の2箇所の鰐化場からのニワ  
トリ暴露に関連していた。  

2007年度感染症流行予測調査事業より、国内  
のヒト及びブタの日本脳炎抗体保有状況の報  
告。調査された32都道府県のうち、H価1：10  
以上のブタ抗体保有率が50％を超えた地域  
は、高知県（7月下旬までに）、中国・四国・九州  

地方（8月下旬までに）、富山県、山梨県、静岡  
県（9月までに）に広がり16県に及んだ。  

CDC／MMWR  

2009；58：25－  

29   

2009／4／3   

デンカ生 研  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風混合トキソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  

ペプトン  ブタの胃  日本又は  
アメリカ  

製造工程  
日本脳炎  

第40回日本  
90028  

小児感染症  
学会総会・学  
術集会ト13  

ジフテリア破傷風混合トキソイド  
百日せきワクチン  
破傷風トキソイド  

エボラ出血  80963に同じ  OIE press 
re】ease  

23Dec2008   

日本ウイルス  
インフルエンザ  タイで分離された豚インフルエンザウイルス12  

株の遺伝子について系統解析を行い、9つの遺  
伝型に区別された。  

インドネシアにおいて鳥インフルエンザH5Nlの  
豚への感染状況が調査され、系統解析のた結  
果、遺伝的に異なる3種類のH5Nlウイルスが  
感染しており、ヒト型レセプターを認識する変異  
を有するものも確認された。   

90001に同じ   

学術集会  
学会第56回  2EO5  

鳥インフルエン ザ  
日本ウイルス  

学術集会  
学会第56回  3FO3  

WHO／WER  

2009：84二49－  

56  

2009／4／3   百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  
百日せきワクチン  

ウイル病秋やみ混合ワクチン   

ヒツジ血液  
ヒツジの血  

液  

製造中止   製造工程  

デンカ生 研  
90029  

2009／4／3  
ウサギ血清  

デンカ生 研  
90030  

■
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」
－
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生物由来成   分名  マウス脳  
概要   

ヒトでのレプトスピラ感染が発生した2006年夏  

の宮崎県北部における動物の保菌状況を調査  
した。患者の血清は、特に各々の患者が発生  
した地域周辺で捕獲された野ネズミから分離さ  
れるレプトスピラ菌株と一致し、野ネズミが人間  
のレプトスピラ感染症の原因であることを示唆  
した。また、猟犬からも抗レプトスピラ抗体が検  
出された。ハンターや食肉加工業の労働者で  
の潜在的危険を示している。  

HEVGenotype3型の感染が確認されている豚  
舎周辺のドブネズミの感染保有状況の調査。  
9／56匹のドブネズミからHEV－RNA（Genotype3）  
が検出され、11／56匹からHEV抗体が確認さ  

れた。   

タイの養豚場における苗歯類のE肝ウイルスの  

検出。養豚場に生息するラットから、ブタから分  
離されたHEV－RNAと一致するHEVrRNAが分  
離された。ラットがE型肝炎ウイルスを蓄積する  
宿主となっている可能性がある。   

2009年2月、愛知県豊橋市において、1925年  
以来検出されていないH7トリインフルエンザウ  

イルスのウズラヘの感染が確認された。その  
後の調査で、このウイルスは国内では初の  
H7N6亜型であることが判明した。感染農場、周  
辺地域では家畜の移動制限、殺処分が実施さ  
れ感染拡大防止措置が取られている。ヒトヘの  
感染は認められていない。感染源は不明。   

出典  

JpnJInfect  
Dis2008：61  
465－468  

感染症（PT）   

レプトスピラ症  

原産国   

日本  

含有区分   

製造工程  

原材料名  

マウスの脳  

一般名  

日本脳炎ワクチン  
乾燥日本脳炎ワクチン  

日本ウイルス  

学会第56回  

学術集会  
2PO21  

日本ウイルス  

学会第56回  

学術集会  
2PO22  

E型肝炎  

E型肝炎  

製造工程  
SPF発育ウ ズラ卵  

日本  
SPFウズラ胚  

乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ  
風しん混合ワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合  
ワクチン   

鳥インフルエン ザ  ProM［D－  

mai12009022  

8－0826  

日本  
製造工程  

SPFニワトリ  

胚  SPF発育鶏 卵  

乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ  
風しん混合ワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合  
ワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  

2009／4／3  
90033  
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正
用
置
川
 
 

適
使
措
‖
無
 
 

報告者   
名   

阪大微  
生物病  
研究会  

生物由来成   分名  ウシ血清  
一般名   

乾燥弱毒生風しんワクチン  

原材料名   原産国  

－ユ‾ソフ  

ンド、オー  
ストラリア  

含有区分  製造工程  
感染症（PT）   

乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  

乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生水痘ワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ  
風しん混合ワクチン  
水痘抗原  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合  
ワクチン  
乾燥細胞培養日本脳炎ワクチ  
ン  

2009／4／3  
90035  

沈降精製百日せきジフテリア破  
ウマ血清  米国  製造工程  

傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチ  
ン  

百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  
乾燥まむし抗毒素  
乾燥ジフテリア抗毒素  
乾燥破傷風抗毒素  

乾燥弱毒生風しんワクチン  
エリスロマイ  

シンラクトビ  
オン酸塩  

ウシの乳   オランダ、  
米国、カナ  
ダ、ニュー  
ジランド   

製造工程  

乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生水痘ワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ  
風しん混合ワクチン  
水痘抗原  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合  
ワクチン  
乾燥細胞培養日本脳炎ワクチ  
ン  
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生物由来成   分名  カザミノ酸  
報告者   

名   

阪大微  
生物病  
研究会  

概要   出典  感染症（PT）  含有区分   

製造工程  原材料名  ウシの乳  
一般名  

百日せきワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチ  
ン  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン   

乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥日本脳炎ワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ  
風しん混合ワクチン  
日本脳炎ワクチン  
水痘抗原  

コレステロー  

ル  

ヒツジの毛  

■ － － 一 一 ■ － －■ ● ■ － － － － － － － － － － － － 一 － － － － － － ■ t 一 ● ■ ■一 ■ ■ ■ ■  

フィー」ピン。2007～2008年に養豚場のブタの死  
亡率が上昇したことをうけ、政府の調査が実施  
され、ブタ繁殖・呼吸器障害症候群（PRRS）ウ  
イルス強毒株およびEbola－Restonウイルスの  
感染が確認された。ブタからEboIa－Restonウイ  
ルスの検出は初めてである。   

エボラ出血  製造工程  タの膵臓  
米国、カナ ダ  トリプシン  乾燥弱毒生風しんワクチン  

乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生水痘抗原ワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ  
風しん混合ワクチン  
水痘抗原  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合  
ワクチン  
乾燥細胞培養日本脳炎ワクチ  

ン  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチ  
ン  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド   

ScIenCe  

2009こ323：  

451  

製造工程  
該当なし （製造中止  2009／4／3  

90040  

ニワトリ肉エ  
キス   

ニワトリの  
肉、骨  
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